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1 会社紹介

２ 化学物質の入口管理

３ 防錆油の代替事例
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連結 18,040人

単体 3,894人（2017年3月31日現在）

従 業 員 数

（2016年度通期）

売 上 高 連結 2,661億円

単体

1-1）エクセディの概要

※臨時雇用者は平均値で含めております

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

設立からの連結売上推移

1,190億円

2016

設立
1950年

社名変更1995年

寝屋川市移転
1963年

（旧 大金製作所）

3
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1-2）生産製品と売上比率

2016年度 連結売上 2,661億円

オートマチック車用製品
1,683億円 （63％）

その他
295億円
（11％）

マニュアル車用製品
682億円 （26％）

ＡＴＭＴ

(グループ全体)
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1-3）お取引先

※順不同
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1-4）国内拠点

本社（大阪）生産拠点 12カ所 営業拠点 9カ所

ダイナックス苫小牧工場

川越工場

東京

中部

(埼玉)

(愛知)
静岡

浜松(静岡)エクセディ京都

エクセディ精密(岡山)

(京都)

上野事業所(三重)

広島

広島工場

ダイナックス千歳工場

エクセディ鋳造

(京都)

本 社 (大阪)

エクセディ電設(大阪)

エクセディ太陽

ニッポンリターダシステム

(大阪)

(大阪)

エクセディ福島(福島)

宇都宮事務所(栃木)

(兵庫県)
エクセディSB兵庫

神奈川

エクセディ奈良
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1-5）グローバルネットワーク

インドネシア

中国

インド
アメリカ

オーストラリア

イギリス

アラブ首長国連邦

マレーシア

ハンガリー

タイ
ベトナム

日本ヨルダン

ケニア

ニュージーランド
国内 13社
海外 31社

計 44社

世界25ヵ国

サウジアラビア

ロシア

メキシコ

パナマ

国内：5,967名

海外：8,496名

計：14,463名

生産・販売拠点

販売拠点

南アフリカ

エクアドルシンガポール

カンボジア

オランダ

ドイツ

2018/02/16 安全衛生環境部
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2009年11月稼動

休憩部屋

女性が楽に作業できるライン

本社トルコンライン＆女性パワー

1-6）本社トルコン工場

アンケートを取り、常に働き易い
環境づくりを心がけている

82018/02/16 安全衛生環境部
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土地：1,283㎡ 建屋面積： 400㎡

事業内容

・容器類の洗浄、清掃

・部品の組立、整列等

㈱エクセディ太陽

2011年設立

従業員数：約３０名
（障がいのある方24人）

9

1-7）福祉政策：特例子会社化

2018/02/16 安全衛生環境部

社内オリンピック

優勝
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1-8）社内保育園「Ａ Ｋｉｄｄｙｌａｎｄ」

2008年10月1日開園

卒園式の模様

2018/02/16 安全衛生環境部 10
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1-9）エクセディ エコ

トマトとフリルレタス栽培

人工光栽培室と自然光栽培室を設置

「究極のエコ野菜工場」
へのチャレンジ！

障害者の職域拡大を
めざす！

2016年6月１日
開設・生産開始

・太陽光発電活用
・LED灯活用

112018/02/16 安全衛生環境部
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なでしこリーグ、卓球、レース等で活躍

1-10）スポーツ支援

伊賀ＦＣくノ一

三浦 愛
2018/02/16 安全衛生環境部 12

卓球部

トライアスロン マラソン
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1-11）EXEDY WAY （成長戦略）

会社方針

企業文化

132018/02/16 安全衛生環境部
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1-12）本社所在地

大阪府寝屋川市 準工業地域

寝屋川市駅

木田小学校 本社
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1-13）本社所在地

敷地面積
79,035.07㎡
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化学物質対策セミナー

1 会社紹介

２ 化学物質の入口管理

３ 防錆油の代替事例
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2-1）化学物質規制動向

（１）化学物質規制に関する法規則

リオ宣言 1992年 国連環境開発会議

ヨハネスブルクサミット （ＷＳＳＤ)2002年

• 「2020年目標」 すべての化学物質を

人の健康や環境への影響を

最小にする方法で生産・利用されること

• 国際的な化学物質管理のための、

戦略的アプローチ（ＳＡＩＣＭ）を取り

まとめる合意

国際化学物質管理戦略（ＳＡＩＣＭ）採択
2006年

・化審法 （1973年）

・化審法改正 （1986年）

・化管法 （1999年）

・ＥＬＶ指令 （2000年）

・ストックホルム条約 （2001年）

・ＲｏＨＳ指令 （2003年）

・ＲＥＡＣＨ規則 （2006年）

・化管法 （2009年）

・化審法改正 （2010年）

・ＲｏＨＳ２ （2011年）

2020年目標

ストックホルム(POPs)条約 2001年

USA(TSCA),中国,韓国ELV

2020年に向けて国内・海外も化学物質規制を強化

日本より
厳しい
規制も
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（２）自動車に関わる化学物質規制

• 鉛・水銀・カドミウム・六価ｸﾛﾑの原則使用禁止 2003年～

• 臭素系難燃剤の禁止 2006年～

• REACH規則 高懸念物質の情報開示 2008年～

• REACH規則 認可物質の使用禁止（未認可時） 2013年～

• 2017年12月時点での、自動車業界管理物質群は 209種類

対象物質はこれからも増加

2-1）化学物質規制動向
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（３）なぜ化学物質の管理が必要なのか？

禁止物質が含まれていると、使用禁止！

日本国内法で

問題なくても

使用できません！

顧客の禁止物質を含有した製品 ＝ 『不良品』

欧州化学品庁

許可が
必要

国別に
法規則が
異なる

制限物質を
含有した製品は
輸入禁止

化学物質の
情報開示
お願いします

各国法令・顧客要求の強化

測定結果の
提出

現地語での
SDS、ラベル
対応

2-1）化学物質規制動向



/42202018/02/16 安全衛生環境部

（４）国内の化学物質による労働災害事例

胆管がん
厚生労働省 2013/3/14
大阪市の印刷業者に勤務し胆管がんを発生した16名
を労災認定することに決定
洗浄液：「１、２ジクロロプロパン」 「ジクロロメタン」

膀胱がん
福井労働基準監督署 2016/12/21
福井市の化学工場に勤務し膀胱がんを発生した7名を
労災認定した。
オルト トルイジン

安全と思われていた物質からも発がん（長期ばく露）

2-1）化学物質規制動向
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（５）国内の化学物質に関する法規則の強化

化学物質のリスクアセスメント義務化 （労働安全衛生法）
2016.6.1～

672物質
2018.7.1～

対象物質はさらに増加 ⇒ 管理する仕組みが必要

対象物質は順次増加
2017.3.1～ 27物質追加
2018.7.1～ 11物質追加

2-1）化学物質規制動向



/42

2-2）入口管理の必要性

222018/02/16 安全衛生環境部

（１）入口管理とは

事業所内管理 出口管理入口管理

仕
入
先

部品

原材料

設備

梱包材

副資材

備品

製品

排水

排ｶﾞｽ

廃棄物

顧
客

地
球

ﾘｻｲｸﾙ

作業環境管理 漏洩防止管理
健康管理 排水管理 廃棄物管理

効率よく禁止物質を入口で止める仕組み

一旦禁止物質が入れば、

調査は困難（分析等が必要）

Ｓ

Ｔ

Ｏ

Ｐ
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2-2）入口管理の必要性

（２）入口管理がなぜ必要か

代表購買窓口で
購入する

生産用副資材

SDS入手 /危険性
有害性を確認後購入

代表購買窓口を通らない
副資材がある

ホームセンターで
購入したペイント
マーカー

研究開発用試薬

危険性・有害性が確認できない

工場で購入した
５S用ペンキ

安心！
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Ｓ

Ｔ

Ｏ

Ｐ

2018/02/16 安全衛生環境部 24

2-2）入口管理の必要性

（３）購買窓口形態

購買窓口を集約せずとも、入口管理できる仕組みが必要！

部品

原材料

設備

梱包材

副資材

備品

Ａ工場窓口

総務窓口

・・・窓口

代表購買
窓口

部品

原材料

設備

梱包材

副資材

備品

Ａ工場窓口

総務窓口

・・・窓口

入口管理のしやすい形 当社の購入窓口

Ｓ

Ｔ

Ｏ

Ｐ

理想的
だが・・・

ここで
止めたい！

代表購買
窓口
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2-3）化学物質の事前評価制度

購
入

Ｓ
Ｄ
Ｓ
登

録

購入申請部門 安全・環境管理部門

新
規
購
入
が
必
要

Ｓ
Ｄ
Ｓ
の
確
認
・入
手

取
扱
説
明
書※

の
作
成

対象： 新しい化学物質を

工場・部門・チーム単位で初めて購入する場合

化
学
物
質
の
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

安
全
面
確
認

環
境
面
確
認

購
入
許
可
判
断

調達部門

＋＋

購入許可申請

※

一
部
の
み

（１）新規化学物質購入許可申請
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2-3）化学物質の事前評価制度

購
入

Ｓ
Ｄ
Ｓ
登

録

購入申請部門 安全・環境管理部門

新
規
購
入
が
必
要

Ｓ
Ｄ
Ｓ
の

確
認
・入
手

取
扱
説
明
書
の

作
成

化
学
物
質
の

リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施

安
全
面
確
認

環
境
面
確
認

購
入
許
可
判
断

調達部門

＋＋

購入許可申請

新しい作動油を
使いたい！

① ＳＤＳの有無を確認する
⇒ 社内登録がなければ、
取り寄せる

② ＳＤＳを元に、化学物質の
リスクアセスメントを実施
必要な作業環境を決定する。
（保護具・排気装置等）

③ 取扱説明書を作成
(毒劇物・特化則・有機則対象は必須）

社内データベース

・新規導入設備の専用油
・200ℓ/1回 × 年2回購入
・Ａ工場 ○○設備に使用
・廃油は △△で処理を希望

（１）新規化学物質購入許可申請
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2-3）化学物質の事前評価制度

購
入

Ｓ
Ｄ
Ｓ
登

録

購入申請部門

新
規
購
入
が
必
要

Ｓ
Ｄ
Ｓ
の

確
認
・入
手

取
扱
説
明
書
の

作
成

化
学
物
質
の

リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施

安
全
面
確
認

環
境
面
確
認

購
入
許
可
判
断

調達部門

＋＋

購入許可申請

安 全 面 確 認 環 境 面 確 認

・製造時使用禁止物質の有無
・法的届出が必要か？
（安衛法・消防法など）
・防災上の課題（指定数量）
・取扱説明書の内容が適切か？
・作業環境の悪化の有無
・十分な局所排気装置があるか

・製品含有禁止物質の有無
・大気・水質・土壌に影響
があるか？
・漏洩する可能性はあるか
（例：保管場所が雨水溝に近い）
・漏洩時の対応方法は適切か？
・廃棄方法は適切か

安全・環境管理部門

（１）新規化学物質購入許可申請
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2-3）化学物質の事前評価制度

購
入

Ｓ
Ｄ
Ｓ
登

録

購入申請部門

新
規
購
入
が
必
要

Ｓ
Ｄ
Ｓ
の

確
認
・入
手

取
扱
説
明
書
の

作
成

化
学
物
質
の

リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施

安
全
面
確
認

環
境
面
確
認

購
入
許
可
判
断

調達部門

＋＋

購入許可申請

購入許可判断 ＳＤＳの登録

事業所統括の
安全衛生管理者

・申請書
・ＳＤＳ
・化学物質リスク
アセスメント結果

安全・環境管理部門

登録Ｎｏ．9999

管理番号を付与し、
全社共通のデータベースに登録

申請部門に
結果連絡

『許可』の
場合は
購入可能

結果連絡

（１）新規化学物質購入許可申請
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2-3）化学物質の事前評価制度

（２）ＳＤＳ管理

最新のＳＤＳを全社員が共有

① 購買窓口：
新規購入見積時に
ＳＤＳを入手

② 安全・環境管理部門：
全社のＳＤＳを一元管理

③データのアクセス性確保
社内ポータルサイトから
誰でも簡単にアクセス！
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2-3）化学物質の事前評価制度

（２）ＳＤＳ管理

情報の一元管理 （ＳＤＳ記載情報・購入量等）

④ ＳＤＳ管理台帳
主だった登録項目
製品名・メーカー名・購入部門・用途
危険/有害性区分(GHS)
成分・成分ごとの含有率・物性
関連法規

⑤ 購入実績把握
(ＳＤＳ登録番号単位)
・ ＰＲＴＲ届出調査
・ 環境影響評価

に利用

Ｂ工場で使用して
いる防錆油について
知りたい！

顧客禁止物質○○
を含む副資材が

あるか調査したい！



/422018/02/16 安全衛生環境部 31

2-3）化学物質の事前評価制度

（３）化学物質のリスクアセスメント
安衛法改正に伴い
2015年から導入化学物質の危険性･有害性の要因

特定を行ない、必要に応じてリスク
低減策を図る

対象：
すべての新規化学物質

実施時期：
・化学物質等に係る建設物/設備
の設置、移転、変更

・原材料の新規採用、又は変更時
・作業方法又は作業手順の
新規採用し、又は変更時

・危険性又は有害性等に係る
新たな知見を得たとき
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2-3）化学物質の事前評価制度

（４）事前評価制度の課題

新規化学物質購入許可申請は自主申告制のため、

申請書が漏れることも・・・

＜対策＞
・ 現場パトロールでの、ＳＤＳ登録番号の確認

・ 全社事務局による購入実績調査を用いた
ＳＤＳ未登録品の洗い出し

・ 社内届出時にＳＤＳ番号の記載を必須に
例：環境影響評価（各部門・1回以上/年）

化学物質のﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄなど

登録Ｎｏ．9999

登録Ｎｏ．9999

ＳＤＳの右上に
登録番号
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化学物質対策セミナー

1 会社紹介

２ 化学物質の入口管理

３ 防錆油の代替事例
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3.防錆油の代替事例

１）本社工場の環境負荷

・本社工場 ： 金属部品加工および組立
・環境負荷物質： 洗浄液・防錆油・塗料/溶剤・切削液
・ＰＲＴＲ法届出対象物質: ３物質(２０１６年度)

防錆油

防錆油：有害性は低いが、取扱量が多い
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従来の防錆油
・ 有機則該当

・ 強い灯油臭

・ １０数年前に選定

------------------------------------

・ 安価
・ 多数の製品で使用
（変更には顧客承認が必要）

2018/02/16 安全衛生環境部 35

3.防錆油の代替事例

２）作業環境の改善計画

コストアップ

手続きが大変

防錆油を切り替えたい！

・ 良い防錆油が開発されている
（他事業所での使用実績あり）
⇒ 化学物質のばく露を減らしたい
有機則非該当の防錆油！

・ 女性従業員が増えた
⇒ 臭い改善のニーズ増
臭いの無い/少ない防錆油！

使用量が多い

手荒れ臭い
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3.防錆油の代替事例

３）防錆油に求めること

安全

火災リスク
低減

環境

有害性/
臭気低減

品質

防錆期間
延長

コスト

使用量の
低減

乾燥性と防錆性の両立
基油

防錆添加剤

溶剤

防錆油

乾燥性 良い 悪い ×

防錆性 弱い × 強い

製品表面
(油膜量)

さらっと
(少)

べとつく ×
(多)

さらに・・・
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3.防錆油の代替事例

４）切替検討

①使用量調査（Ｍ＆Ｔ製造本部） ②防錆試験Ⅰ/乾燥度合い

従来品
Ａ社

防錆油②
Ｃ社

防錆油①

防
錆
試
験

さびあり さびあり さびなし

乾
燥
度

○ △ ○

従来品
Ｂ社 防錆油②
Ｄ社 防錆油②
Ｅ社 防錆油①

９１％ インク（目印）の染みの広がりを比較

一定期間でのさび発生有無
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3.防錆油の代替事例

③防錆試験Ⅱ (塩水噴霧試験) ④揮発量確認（コスト評価）

24時間での重量変化
を確認

蒸発量
差(g)

比
(%)

従来品 2.0 100%

D社 防錆油① 0.6 29%

Ｂ社 防錆油① 0.5 22%

Ａ社 防錆油② 0.3 14%

従来品
M工場
防錆油①

Ａ社
防錆油①

さびなし さびなしさびあり 5～10%

さびあり 40％以上 さびあり 5～10% さびあり 5～10%

Ｘ
時
間
後

Ｙ
時
間
後

Ｚ
時
間
後

さびなしさびあり 5%以下さびあり 20～40%

４）切替検討

協力企業様にご協力頂き確認
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3.防錆油の代替事例

⑥工場でのトライ

４）切替検討

防錆性・乾燥性より
４類２石⇒３石に
してほしい（消防法）

この製品は
防錆性を重視

地下タンクに入れる
ので、事業所で共通に
したいのだけど・・・

この製品は油が残らない
ように乾燥性を重視して
ほしい

M工場

U工場

選定した防錆油も
工場トライで課題続出

↓
当社要望に合わせた防錆油の開発依頼

水平展開
は簡単に
できない
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3.防錆油の代替事例

５）性能・性状比較

項目 変更後 従来品

性状

有機則 非該当 該当

PRTR法 非該当 該当

消防法 ４類 第２石油類 ４類 第２石油類

バリウム 含有無し 含有有り

性能

臭気 ほぼ無し 有り

防錆性 強 弱

防錆油膜量 中 少

他 コスト 高価 安価

本社工場の切替： ２０１６年から一部切替開始
２０１７年１０月から全面切り替え
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3.防錆油の代替事例

６）まとめ

・協力企業の製品開発・サポートを
得て、低負荷防錆油への切替が
実施できた

７）反省と今後の課題
・防錆油本体のコストアップ対応のため、使用量削減策が必要

防錆油が汚れる

前工程で使用する
油の量と種類を見直し、
防錆油の交換頻度を下げる

・少量の防錆油への水平展開

・ PRTR届出対象化学物質 5.9ｔ （2016年実績） ⇒ 予測4.0ｔ（1.9ｔ減）
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ご清聴ありがとうございました。
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